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マルクスにおける貨幣と時間(上)

八木紀一郎
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I はじめに一一〈資本と時間〉とく貨幣と時間〉

ケネー，チュノレゴ，7.ミス以来このかた， <資本による生産〉という近代の

経済の体制的認識は，経済過程の時間的構造の認識に結びついていた。資本の

循環・回転論を想起すればわかるように，このことは，マルクスの経済理論の

理解にjずいても一つの枢要点をなすものである。私はそのように考え， <マノレ

グスにおける資本と時間〉というべきテーマのもとに，これまでい〈つかの論

考を公表してきた九 そのなかで気がついたことは，マノレク旦における〈資本

と時間〉という問題構成には，ー方ではそれに先行するとともに，他方では資

本概念の展開とともに発展する〈貨幣と時間〉といういま一つの問題構成が結

びついている，という ζ と Eあった。まずはじめにこのことについて，経済学

史を展望しながら簡単に説明L， <マノレク見における貨幣と時間〉を論じる本

稿の位置を確認しておくことにしたい。

〈資本と時間〉という問題構成は，現在では， 生産における諸要素の投入の

時間的構造というベームーバヴエルグ的な形で把握されることが多し、。たとえ

ば，資本理論の現状の標準的な説明者与えると正を目的としたある論文"は，

。iマルクスと賃金基金JF岡山大学経済学会雑誌j 13-4 (1982)， rマルクスにおける資本と
時鳥OCI)J F同j14-2 (1982)， iマルクスにおける資本と時間 (ll)JF同j16-2 (1984)。

2) 荒窟治郎「資本理論 1 F経清学大辞典(第二版) 1 j東洋経済新報社 1田0今主 438頁一
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そのような投入ー産出の時間構造を基軸として資本理論を整理L， 「資本財の

存在が生産および所得分配の問題に対しでもつ意義を明らかにすること」を

「資本理論の課題」としている。

L由、L， とうした見方は，経済過程における〈時間〉の問題を生産技術の間

題に還元してしまっており，近代の経済体制の認識という点からみるならば，

アダム・スミスに比べても後退している。というのは， λ ミスにおける生産に

先立つストックとしての資本の概念は，1)ただ単に技術的・自然的意味で生産

に時間がかかるとし、うだけでなし

〈販売・購買〕が独自の過程となり

2)発達した社会的分業のもとでは，流通

それにも時間がかかる， という認識に茎

礎づけられていたからである九資本を「資本財」とみる見方は， 1)の意味での

「時間」 Lか念頭においていない。 しかし， 資本がたんなる素材的なストヅク

の集積ではなく，価値的な運動体となるのは2)の過程を介してなのである。商

品形態での資本，また， 貨幣形態での資本が問題になるのは可この流通過程に

ここにおいてく貨幣と時間〉という問題が登場するのである。おいてなのであり，

スミスを含めて古典派の経済学者達は，こうした認識〈流通自体が独自の時

間的過程であると L寸認識〉に含まれる端緒を発展させることができなかった。

〈生産および販売に要する期間中に生産的労働を支えるストック〉というかれ

らの資本概念は，十分に循環論的な彫啄を受けておらず，その構図は〈生産か

ら消費へ〉という常識的な把握と未分化であった。かれらの考察する流通過程

は，生産された生産物(商品〉の販売=購買にすぎず，基本的には， 生産過程

の延長でしかなかったから，かれらにとっては， その期間が生産過程によるも

のであっても，流通過渥によるものであってもたいした差異はなかったのであ

3) r分業が行きわたるようになると 欲望の大部分は他白人々 の昔働の生産物によって満たさ
れるようになる。かれはこれを，かれ自身の苦{助の生産物もまたは同じことであるが，そ申生
産物の価格で，購買することになる。しかしこの購買は，かれのこの労働問生産物が，ただ仕上
iO， ~走 f l，，"'5 ゐ子モ去し毛id~完G iLicゐも十三はじめて可能となるりである。それゆえ，少な
〈とも右の三つのことがなLとげられるまで，かれを扶養し，かれにその作業の材料と道具を供
給するのに十分なだけのさまざまな種類の財貨のストックがどζかに貯えられていなければなら
ないロ」大河内一男監訳『国富論~ (中公文庫〉① 419-20頁。
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ろう。かれらにあっては，流通過程の独自性が，そしてまた，流通過程がたん

に生産物の価値および使用価値の実現としてあるだけでなく，貨幣資本による

生産要素の購買=支配と Lても存在することが忘れられたのである。ベームー

パヴェノレク 0) Iオー λ ト lT学派資本理論」が古典派の資本王旦論を継広したと

いうのは，そうした切り縮められた意味においてなのである。

〈資本と時間〉という問題が，このように「生産過程の時間的構造」に結びつ

〈傾向があったとすれば， (貨幣と時間〉という問題構成が流通過程由時

間的構造」に結びっくことに不思議はない。それは， もっとも単純な形態にお

いては 3 貨幣の流通速度という概念を介して価格水準と貨幣の存存量を結びつ

ける貨幣数量説「結合したのである。しかし，流通過程にお什る時間は，相互

に独立した主体どうしのあいだで進行するものであり，生産過程での技術的プ

ロセスのように確定したものではない。(貨幣と時間〉という問題がそうした

貨幣数量説の想定するような単純な関連にとどまらないことは，ケインズが彼

自身の「逃れるための苦闘」を通じて明らかにしたことである。貨幣は時闘を

こえて価値を保蔵する手段であることによって，独自の需要と供給の構造をも

つのであり，また，契約がそれにおいておこなわれる基準として「現在と将来

を結ぶリンク」となるのである。ケイソズによって提出されたこれらの論点は，

「流通過程の時間的構造」を， r流通過程」の背後にある貨幣的資産， また

「流通過程」を支配している観念的動因をも含めて立体的にとらえるべきこと

を示唆していると思われる。私達からみて必要なことは， そのような把握を

〈資本と時間〉というパ一月ベク 7ィヴに結合することであろう o

ζ うしたく資本と時間〉および〈貨幣と時間〉という問題を背後においてマ

ルクス『資本論』を読むと， どういうことがみえてくるであろうか。

第一に， (資本と時間〉という問題圏についていえることは，マルクスが，

生産資本循環のみならず，貨幣資本循環，商品資本循環を配した資本の三循環

を措定し，生岸期間と流通期問者区分したうえで資本回転論にとりかかってい

るのは，きわめて周到であるということである。こうした準備の上で提示され
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る回転は， 生産過程にある資本と流通過程にある資本をその相互の対抗および

依存関係において示すことになるのである。

たとえば，すでに検討したように， 個別の工場主はたしかに， 生産を連続

的・並行的に編成するならば，資本の貨幣形態での保有を極小化できょう o し

かし，流通過程が存在するかぎり，そこには製品在庫という商品形態の資本が

残存する。 この商品形態の資本の存在は， それに買い向かう貨幣の山現を要請

するものである。 したがっ亡， も1..-， 工場主が彼の資本を遊休きせるこの部分

をも消滅させようとするならば， 流通過程における貨幣そのものの化身という

べき商業資本 (G-W-G')が彼の取引相手として立も現れることになる。そ

れは，各段階におし、て望号を変え〈変態〕ながら，価値(貨幣〉正しては同一で

あるという，資木そのものに内在する観念的な二重性を，生産コ産業資本と流

通=商業資本2こいろ現実的な二重性にまで進展させるのであるり

t~古 あま町先走りすべきでないだろう。このような資本の観念的・現実的

二重化は， 〈貨幣と時間〉 という問題圏をまずは十分立体的に把握したうえで

論じるべきものかもしれなL、からである。 「流通過程の時間的構造」という祝

点をいれて再読するならば，ともすれば教義学的に解釈されがちなマルクス貨

運動のそメンタムを帯びてくるように思われる。それが一見ス Fティ

ッグな形で叙述されているのは，それが資本運動を論じる前に，いわば「序論」

あるいは「形態論」として提示きれるにすぎないからである。これが，

幣論も，

第二d点

である。

〈貨幣と時間〉という問題圏のマルク λ 的あ

らわれにあてられる。そこでは，まず前半において，マノレク月におL、て，貨幣

主流通ら時商品構造を生mす主ものとして捉えられていることを確認する。そ

つまり，この第二点，本稿は，

じて，後半において、 それを経済浬論的に， 流通費用，とりわけ「貨幣」費用

の問題として考察する。そのことによフて， 〈資本と時間〉 というプロプ V マ

4) 十分な展開ではなU、がj

たL、。
「資本における所有 序説J~経済論叢1 137-3 (1986) を参照され
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ーティクに不可欠な，資本の二重化の展開の環境になると同時にそれよら変貌

• を遂げる通貨・金融機構と流通機構を促える枠組みを獲得することが目標とき

わしている。

しカ冶L，マノレタスの視点Eしてもっとも重要なのは，

および〈貨幣と時間〉

やはり， (資本と時間)

という二つの問題閣の結合の仕方ではないだろうか。こ

「貨幣の資本への転化」といわれる問題の

ここにあるのではなし、かと考えている。古典派の資本理論と比較

私は，れが第二に気づく点であり，

真の意義は，

した場合， マノレグフ、の資本理論における貨幣資本の土導性については疑いのな

いところであるが， この貨幣形態の資木l土生産要素を購買=支配して新しい

循環を開始する形態であると同時に，価値増殖の成果を総括して循環を停止し

tこり， あるいは別の運動に移ることの可能な形熊なのである。 したがって， 貨

幣形態の資本において，価値増殖の利害関心に支配された資本の時間的バ一見

ベクティヴと，それ自体としては不生産的な貨幣の時間的パースベクティヴが

交錯するのである。これはすでに指摘したように「資本における所有」の発展

の動因であるが その具体的理論的展閣は.続稿の課題である。

II 流通過程の時間的構造と貨幣

A) 貨幣の成立と交換過程

流通過混の時間的構造ということは， 従来のマノレク月経済学においては， 由当

ならずしも真面目な検討を受けていないテーマというべきであろう。それは，

信用論や， 商業資本論において基礎的な前提として問題にはされたが， 貨幣論

そりものの核心をなす問題としてはとらえられ亡こなかった。理論家遠の関心

t二L 貨幣の成立を論じるさいにも， 時聞のはし、る現実的な交換過程諭よりも唱

むLろ無時間的な概念、展開を示す価値形態論の方に集中してきたように思える。

しかし それはマノレグスの価値論の理解としても問題ではないだろうか。マ

ノレグスの価値論は，現実の交換とはなれた抽象的な価値を問題としているので

商品生産 (jも良出生産主主夫)i;;i!色白ゐ品会円台金金!cLそゐ全長二品Ei量はな〈。
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過程を必要とし，そこにおいて貨幣を媒介とした独自の社会関係がうみだされ

ることを論じているのであるo この点は，木稿の問題視角を理解してもらう上

で肝要と考えられるの C，再度見ミ λ をひきあいに出して確認しておきたい。

というのは，マノレグスの価値論といわれるもの一一正確にいえば商品論であ

る一一ーは， スミス流の分業にもとづ〈価値論を批判的に組替えたものであるが，

そこにおいては， スミスにおいて超体制的に直接に投下労働の比較として論じ

られたものが可 「商品同士の過程的連関」 とVc論じられているりてある。

『経済学批判』 「商品論」の総括ともいうべき次の文章は， それを明確に証言

fるものである。

「商品世界でほ，発展した分業が前提されている O あるいはむしろ，発展

した分業が， 特定の諸商品として対立しあい， しかも同様に多様に多様な

労働様式を含んでいる諸使用価値の争様きとし、う形で， 直接に表示されて

いる。あらゆる特定の生産的な仕事の様式の総休としての分業は， 使用価

値を生産する労働として，その素材の面から観察された社会的労働の全姿

態である。 Lかしこういうものとしての分業は，商品とL、う立場からすれ

氏主元夫長晶君主ゐ内岳会(;1:， ι会そら42桑ゐ五ふと7ぞみ，会商品さらも

らを~%:るもあ正子 6.:. è:.ゐろ毛己主 (t，実it i.-モ C、毛。

諸商品の交換は，社会的な素材転換，つまり私的個人の特定の生産物の

交換が，同時に個々人がこの素材転換のなかでとりむすぶ一定の社会的生

産諸関係の創出でもあるような過程である。商品同士の過程的な関連は，

ニsT:iゐ宰宿命ゐきまきまら会虫走E去:そ金品L， .:ろ ιモ:?i:~;量君主 61: ， 

向蒔己負手告ら形成i品企モio;ij" -d主会主ら通産ゐらEろゐ詩Ehi. l-i主主
示されるこの過程の全体が，流通である。J"

この文章でいわれていることは，1) 分業=社会的労働の相互関連は 7 交換

過程の内部立の商品の相互関連の中に結果と Lてあらわれる以外になし し式こ

ぶってまた， 2) 交換過程は， 独立した個々人が商品所有者としてはいりこむ

5) 武田隆夫仙訳『経済学批判』岩波文事， 56耳。
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社会的過程であり，それは貨幣を生みださずにはおかない司 という 2点であろ

う。それを現代的にいえば，こういうことになる。事前の調整・合意を経ずに

おζ なわれる商品生産社会では，生産物の配分は独立した商品所有者相互の取

引としておこなわれるが，それは時間もコ λ トもともなう不確実な過程であり，

それが貨幣を生みだ「のである，と。

これは，もちろん，整合的で 般的な価値表現の形態士論じた価値形態論の

意義を否定するものではない。しかし，商品の交換に時間もコストもかからな

いとすれば，連鎖的な交換を可能にするような整合性〔推移性〕が多様な価値

表現聞に成h立も習えすればよし川のであ η て，排他的に 1商品が 般的等何

形態にならなければならない必然性は存在しないであろう。便宜的に 1商品を

尺度として相対価格を表示するという， ワノレラス流のニューメレーんであって，

いっこうに差支えないはずである。

交換過程における貨幣生成の背景には，商品生産のもつ本質的な無政府性が

ある。生産の無政府性は，それに起因する社会的なロスを流通過程に転化する

のであって，各何人にとって，流通の不確実性ヲ危険としてあらわれるものの

かなりの部分はこれに起因している。したがって，諾個人は時間もコストもか

かる流通過程においてヲ諾個人の目的の達成を促進する(価値尺度として情報

的にも，また流通手段として現実的にも〉手段を求めながらも，同時に，常に

残存する危険性に対しでもそれ自体が資産〔価値保蔵手段〕として価値を防衛

する子段を貨幣として求めるのである。

B) r第一次的総体としての流通」

マルクスによれば r交換過程」の総体が「流通過程」を形成するが， もL，

貨幣が成立しないとすれば，そこにあるものは，単なる孤立的炎換(物々交

換〕の散在であって，一つの総体を形成Lた流通過程ではないであろう。

単なる二商品の交換通嘩 (Wa-Wb)だけを考察すれば，突換の行為自体は

6) 参照2 ウルリッヒ・クラウゼ著 高須賀義博監訳『貨幣と抽""jヨ労働』三和書房 1985年。
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瞬間的なものにすぎない。物々交換を想定して考えてみるとよいが，

品の買い手をみつけるためば安した時間，

第 137巻(548) 8 

その相手と商品の交換条件のまた，

おりあいをつけるために要する時間は，交換行為自体に要する時間の数十倍に

それらは，経済的な視野に包摂されたものとはいし tがたいもなるであろうが，

そもそも取引の相手たりうるか否かが自分のであろう。物々交換においては，

また取引の条件〈交欲する生産物を提供しうるか否かを基準にふりわけられ，

換比率〕も相手の生産物の使用価値に白分がおぼえる欲望によって特殊に規定

されているから相互の駆日引きによって確定されなければならないであろう。

いつでも販売可能なものを商品というとすれば一一それは，実際

には貨幣および貨幣価格の成立なしには不可能であろう一一一，生産物が商品と

なるのは，合l意が成立し交換が実際におこなわれる瞬間的な過程にすぎない。

したがって，

貨幣が~El成立すると，二商品の交換過程は販売と購買の 2 つの段階に分離

する (Wa-G・G-Wめが， それはもはや，孤立した 2個人間の取引亡はなし、。

3人の人間を

結びつけるが，その貨幣を手にした他の人も同様の取引の連鎖をつくっていく

であろう。この連鎖は，分岐しながら社会全体に拡がっていき，他の連鎖と融

二つの取引を仲介することによって，流通手段としての貨幣は，

そこに|さまざまの過程のひとつの沈れとして表示されるこの過程

としての「流通」が成立する。ぞれは，交換過程が空間的=社会的拡

同時に蒔向山な連続企の獲得でもあることを確

合しあい，

府
冶一物

ωるふ白河、
白占

もたし得

」

獲

体

を
全
・
り

〉

5

0-
・由

認すべきである。それはたLかに I第一次的総体」りと呼ぶべきものである。

商品は生産者の仕事場で使用価値を獲得するまでは商品ではないし， 消費者

の手中でも商品であること一一一交換価値に支配された状態ーーをやめている。

その意味では。商品は生産過程と消費過程のはざま〈流通過程〉に一時的にあ

とのしかL.流通手段止しての貨幣は，らわれ呂価値的なフローにすぎない。

そこにとどまりつつけるス}ックであるの財布の過程にいったん登場すれば，

中で休んでいる場合でも， それは交換価値を体現することをやめたわけではな

第 I分冊117頁。高木幸三郎監訳『経涜学批判要綱』大月書官7) 
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い。流通過程に持ち出される商品は，その交換価値を貨幣価格で表示し一一そ

れが適切であるかについては調整の要がありうるが ，貨幣をもっ買い手に

対してはいつでも販売可能な状態にあるであろう。貨幣という唯一目共通尺度

の登場は，生産過程および消費過程における具体的・個別的特殊性から経済的

価値を解放し， <経済的時間〉を無個性的な次元として設定きせる基礎である。

したがフて，貨幣的な経済においても，取引相手の探索および交渉に時聞がか

かることにかわり はないとしても，それは流通過程に包摂された過程であわ，

経済的な視野の内部にとりこまれたものというべきである。

「商品の形態転換が貨幣の単なる位置転換としてあらわれ，かっ流通運動の

継続性がまったく貨幣のがわに帰する。」的「商品の使用価値は， それが流通過

程から脱落するとともにはじまるが，流通手段としての貨幣の使用価値はそれ

が流通することそれ自体である。流通のうちでの商品の運動はただ一時的な要

因にすぎないが，他方，流通のなかでやすみな〈うごきまわることが貨幣の機

能となる。」ωそれはいいかえれば，貨幣においてはじめて，フローではな〈ス

トックが問題になるということでもある。この流通過程において存在する一定

量の貨幣は，その反復的な位置転換によって自分の数倍もの価値の商品をその

需要者の手元におくりとどけるo したがって，流通過程の時間的側面は，この

流通手段としての貨幣のストッグ量とその流通速度に総括されるひとつの「総

体性」をもっιとになる cあろう。

しかし，再度確認ぐすべき乙とは，貨幣の流通運動は，背後に社会的分業を置

いて登場する諾商品の流通の反映にすぎないということである。 I貨幣流通の

速度は，商品の姿態変換の速度」である。流通過程にあらわれる個々の商品，

あるいはその所有者の視点からみれば，貨幣m出現も，流通過程を構成するも

のが個々の商品がその需要者にめくりあう個別的過程である左いう事態をなん

ら変更するものではない。商品は無政府的に生産されているのであるから，商

8) r経済学批判j126頁。

9) ~経済学批判 1 128頁。
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品が瞬時にその買い手をみつけることはありえないし，時にはそもそも買い手

をみつけられないことも長こるであろう o 商品が顧客にめぐりあうのに要する

時間は，個別の商品の出来具合，あるいは商品種類，さらには市場の整備度等々

によって多様であろうが，貨幣の出現によって短縮されるとはいえ，無視しう

るものにはならないであろう。しかも，商品の供給者の背後にも，需要者の背

後にも，具体的・個別的でしかありえない多様な生産過程・生活過程が存在す

るのであるから，需要と供給は時間のなかでしかあらわれず，またそれらの出

現全完全に予測することはで告たい。流通過程が時間的過程であるのは，まこ

とに当然ながら，それ自体として時聞を要する個別過程がさらにまたこう Lた

より広い現実的時間の進行の中に配置されていることによるのである。

貨幣流通の連続性をこのように理解するならば，流通過程において経過する

時間は，外延的には，すでに現実の時間経過と等しいものになっている。そこ

では，流通の個々の過程は必ずしも連続的ではなく，貨幣の運動は不断の休止

を含む。しかし，反復的運動の過程においてだけでなく，休止期間においても

貨幣としての存在を失わないことが，総体としての流通過程の連続性を保証し

ているのである。したがって，貨幣となる商品は，価値的にも素材的にも時間

に耐えるものであることが必要であり，そのような商品はそれ自体として価{直

の保蔵手段である。したがって，流通過程の時間的構造の認識は，貨幣の現実

の存在を訴認することであるといってよ L、。

C) 流通の時間的構造の中でのこつの対応

流通過程は総体としては連続的であるが，個々の過程としては不断の中断可

能性を含んでいる。それは基底におし、ては，背後にある生産・消襲過程の時間

的配置のズレ z 販売および購買に必要な時間によるものであるが，さらに商品

生産の無政府性によって増幅されている。マルクスが流通手段としての貨幣と

区別して「貨幣としての貨幣」として論じた 2つの貨幣機能一一蓄蔵貨幣と支

払手段一ーは，こうした流通過程の時間的構造に起因する貨幣運動の休止を，
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現実の経済過程の中断に直結させないための三つの対応形態を基礎としている。

分業のもとでは，各人は商品へのニーズを確実に持つ (G-Wの必須性〕に

もかかわらず，その前提たる販売過程 (W-G)の成功には偶然がつきまとい，

しかも時間を要する。販売による貨幣の獲得がおくれ亡も，流通過程を進行さ

せるには，貨幣を予備的に蓄積しておくか，支払時期をずらしてもらうかする

以外にはないだろう。第一の対応は， W-G とG-Wのズレを，過去から現

在にも bこした現実の貨幣の保有によってカバー Lょうとするのに対して，第

二の対応は，将来の貨幣引渡しの約束(債務の設定〉でこれを克服しよう Eす

るの古ある。

マノレグスの文章でこれをみてみよう。

第一の対応 「商品生産の発展とともに， すべての商品生産者は「何ヨリモ

先グツそノ』を確保しなければならなくなる。彼の欲望は不断に更新され，他

人の商品を不断に買い入れることを命じるのに，他方では，彼自身の商品の生

産と売却とは時聞を要するようになりヲイIlli然に依存するようになるから Eあ

る。J10) 

第二の対応:I商品流通の発展とともに，商品の受け渡しがその価格の実現

から時間的に分離される関係が発展とともに，商品の受け渡しがその価格の突

現から時間的に分離される関係が発展してくる。 c商品は種類ごとに生産

期間に長短がおり，またその生産も特定の季節，特定の場所に結びつくことが

ある。〕 したがって， ある商品所有者は 他の尚品所有者が買い手として

あらわれることがあるo 同一個人の間に同じ取引がつねに繰り返される場合に

は可商品の販売条件はその生産条件によって規定される。 一方の商品所有

者は現存する商品を販売するのだが，他方は貨幣の単なる代表者と Lて?ある

いは将来の貨幣の代表者として購買するのである。J11) 

第ーの対応l土現在では貨幣の予備的需要というような概念で表現されてい

10) 向成逸郎訳『資本論』岩波文庫① 2岨-246頁，長谷部文雄訳青木文庫① ~6U買っ

11) 資本;命日岩淀① 252Jf'L 青木① 265瓦。
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るものであろう。それを「蓄蔵貨幣」の基礎規定とみなすことについては，批

判がありうる。というのは，マルクスが「貨幣蓄蔵」という場合，それはしば

しば，流通過程から自然と区分された富の自己目的な蓄漬〈たとえば，埋蔵と

か工芸品，あるいは守銭奴の金〕の表象と結びついていることが多く，ここで

指摘され亡いるようなもりについては I流通を停止した鋳貨」とか「鋳貨準

備金」というような別の表現を用いる ζ とがあるからである山。しかし. I蓄

蔵貨幣は，もしそれがたえず流通にもどろうとまちかまえているのでなけ

れば，いまや単なる無用の金属にすぎない。Jm貨幣蓄蔵を流通過程に対して

全〈外部に位置するもの宅あるいは連絡水路をも勺ものの全く受動的な調整プ

ーノレのようなものと考えるのは間違いである。そのような杷揮は，蓄蔵貨幣は

貨幣ではない，ということに等しいと思われるからである。 I蓄蔵貨幣」←ー

というよりは，価値保蔵手段としての貨幣への需要というべきであろうがーー

も，立体的に捉えられた流通過程の内部にあるものとみなすべきではないだろ

うか。私は先に貨幣は流通過程の総体の中でみればストックであると述べたが，

諸個人もまた貨幣をストックとして需要するのであり，その量は，彼の取引価

値額だけでなく，時間的構造や不確実の度合〔の主観的評価〕によって左右さ

れるであろう。

第 1の対応は、それによって実現される取引 (G-''i¥つになんらの変化も与

えないが，第 2の場合には，事態は複雑になる。商品の流通それ自体はいち早

く実現Lているのだが，そこには観念的な貨幣(将来の支払約束〉が残され，

現実0)貨幣はそれを消滅=清算するために後を追うのである。こうした随品の

引渡と貨幣の支払の時間的な分離は，支払期間という新たな時間規定をうみだ

し， その間(支払が完了するまで〕買い手は売り手に対して債務を負うことに

なる。経済関係は単なる財〈および貨幣〉の突換にとどまるものではな<.時

12) たとえば「蓄蔵貨幣を持貨準髄金と混同してはならなL、。捧貨準備金はそれ自身，つ1去に流通
内にある貨幣総量町一部分をなす4のであるが，蓄蔵貨幣と龍通手段のあいだの能動的関係は，
この貨幣総量の増減を前提するもDである。JW経済学批判.11178頁。

13) r経済学批判』口Os(，。
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聞をこえて持続する怠思関係をも含むことになるのである。

第 2の対応と第 1の対応は，一方では静止した貨幣の蓄積，他方では未来を

先取りした観念的貨幣という対照的な結果を生む，直接には別個の対応形態で

ある。しかし.同一主体の財布(勘定〕のもとでは，こり二つは無関係ではあ

りえない。そもそも，信用セ与える側に手持資金の余裕がなければ支払を一時

猶予してやることはできないし，また，信用を受ける側に約束の時期までに支

払を可能にするだけの貨幣が蓄積される見込がなければ，彼は信用を与えない

であろう。いや，各人の手元での貨幣ストッグの形成自休が3 こうした「支払

準備金」としての性格をも持っととになろう。個別の経済ギ体は，現実的な貨

幣 f現金)と観念的な貨幣(債権・債務〉の双方を保有することになるが，彼

は後者の時間的配分に南意するとともに，生産過程の進行状況や流通過程の一

般的状況をもにらみつつ，両者の構成比率(流動生比率〕をもコントローノレし

なければならないのである。流通過程の時間的構造は，第 1の対応の意味で経

済主体の貨幣準備を規定するだけでな<，第2の対応とも結合して，その貨幣

的資産構成(勘定〉自体の内部にまではいりこんでいるのである。

D) 流通過程における「資本形式」凶の成立

私達は B)で貨幣の成立によって流通過程が時間的連続性を獲得し，ストヅ

クとしての貨幣の流通運動に反映される「第次的総体Jがそこに生まれるこ

とをみた。また. C)では，貨幣蓄蔵と支払手段としての貨幣の規定士流通過

程の時間的構造への対応として解釈することから，個別主体の貨幣戸、トック保

有の構造をみた。モれらは，全体として 流通過程における貨幣のフロー・ス

14) r資本形式」というのはもちろん宇野弘蔵氏。用語であるが』私はそれを価値増殖と蓄積を恒
世的にめざしまたそれを実現しうる実体ある「資本J!cしてではなく，貨幣y"ら貨幣に復帰する. . . . . . 
純粋に形式上りもりとし C使用し口、る。商品流通の仲介は，購入価格く販売価格でなければ
おこなわれないであろうが，そのマ←ジンが，零細小売商0ように，生活費を含む疏通費用をま
かなうにすぎない場合もあるであろう。流通過程における主体か佼本主義的な実質を備えるた
めには，やはり，それなりの営業設備，営業資金，そして労働力が必要とされるりであ忍。しか
し，流通過程における活動主体を表現するものとしては.G-W-Gという「形式」は普遍的で
ゆマ

の~.
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トッグ構造というべきものを形造るであろう。

しかし，流通過程における時間という問題の追求をここで停止することはで

きない。というのは，この 2小節で見てきた時間というものは，貨幣流通が網

の自のように分岐・融合しなが b社会の全経済活動を覆うことによって生じた

外延町Jな時間，あるいは不断の運動・不断の休止の双方において貨幣が貨幣で

ありつづけることに依存した受動的な時間とし、うべきものであった。要するに

貨幣の成立によって，流通過程が現実の時間的過程の全体に拡がったことを確

認したにすぎない。しかしー 〈貨幣と時間〉という問題視角を〈資本と時間〉

という問題視角に交錯させるには いま一歩を進めな〈てはならない。それは

流通の媒介者としての貨幣がその人格化としての商人の姿において能動的な存

在に転化すること，つまり W-G-Wにとどまらない G-W-G という運

動形態の成立を考察に入れること，これがその一歩である。

流通過程を時間も費用もかかる現実的過程として把握することは，流通過程

の主要担当者としての商人の役割の評価につながるであろう。商品の生産過程

〈供給)は時間的にも空間的にも，その消費過程(需要)と完全に適合的に接

続しているわ同ではない。そうした供給や需要についての知識も不完全である。

等価交換というような抽象的な想定が無意味なそうした現実的な流通過程にお

いては， 適切な方式で商品の流通を仲介すれば，安〈買って高〈販売する

(G-W-G')チャン月が普遍的に存在している。そうした刺得チャンスを狙っ

て，流通過程の時間と費用の大部分をひきうける商人が出現することによって，

流通過程は，時間的にも空間的にも独自の領域として成立するのである。

第 1図はヲこうした販売のための購買という商人の活動の出現によって，確

立した流通過程を示している。 G-W-GとL、う流通の仲介活動がないとすれ

ば，商品が流通過程に登場するのは，生産者から消費者の手中へのただ一回の

跳躍の瞬間だけで，流通過程の連続性を体現するのは人の手から手へkわたる

貨幣の連動にすぎなかった。しかし司販売のための購買 (G-W-G)が生じ

ると，この貨幣運動の真中に多様な商品が登場し，流通過程はそれ自体として
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第 1図

幅を有したものになる。水平軸(時間の進行軸)にそった G-W-G-W-G

4 という運動は，商人がそこに彼の財産と人格的活動をそそぎこんだ運動で

ある。図では一人の商人の活動として描かれているが， その背後に相互に複雑

な取引をおこなう無数の商人の列を透視的に想像するのがよいであろう。この

水平軸の運動によって実現されているのが，左上から右下に進む商品流通と左

下から右上に進む貨幣流通である。前者の運動は，流通過程を横切って多様な

空間的・時間的配置をもった社会的な生産および消費過程を結合するものであ

るが，貨幣流通を表現する運動の方は流通過程の内部に無限に仲ひるものであ

このような二様の運動の相互依存とし亡 B)でλ ケッチした「第一次的なり，

総体性」が存在するのである。

こうした流通過程の確立以上に重要なことは，この

G-W-Gとし、う循環を描〈運動形態の成立によョて，流通過程の時間と費用

を包摂する形式一一私は，

私達にとって，だ古ミー

う
・
将

思
・
は

と
・
幣

る
・
貨

あで切適よ川
Mの‘ゐよ〉

}それを「資本形式」

そうした意点を体現したものとして

同一主なのである。このような，

一一ーが成立Lたことである。流通を仲介するとうした活動におし、て

来ゐ余命ゐ五ゐ f~tI!'-r i< h iのであり，

「前貸 avancesJあるいは「資本 capl阻lJ



16 (556) 第四7巻第6号

体のもとでの同一形態への復帰ということがなければ，回転一一時闘をその中

に包摂した循環一一ーというごとは意味をなさなし、。そして，同一物〔貨幣〉が

時間をへだてて，その量において比較されるとき、 G'とGの差は! その投下

一還流の過程に要した時間と費用がそれにより評価される基準になるであろう。

この運動形態は。 C) でみた二つの対応を現実的に結合する形態でもある。

G-W-Gとし、う商品流通の媒介活動におし、ては，近， '将来における販売を見

込みうるりでなければ商品を購買することは意味がない。したがって、貨幣の

還流の見込みは偶然的なものではなしまた，商品の形をとった資産も存在L

ている。じたがって，との運動形態においては，貨幣を予備的に蓄積した主体

と将来の貨幣支払約束で購買しようとする主体の間の信用の授受には，現実的

な基盤が存在する。こうした視角からみれば， G-W-Gは， Wの姿の影にか

くれている G-Gという取引の母体である。

さらにまた，個別主体の貨幣保有の構造(勘定〉という側聞をみてみると，

それは 2つの点で発展したものになろう。その第ーは，貨幣(現実的貨幣およ

び観念的貨幣〉だけでなく商品もが投下した資本=貨幣価値を体現したものと

して資産構成の中に現れるということである。そして第二には，こうした主体

の勘定はもはや単なる資産目録ではなく，おなじみのT字型の貸借対照表1日を

想起すればわかるように，資本の回転・運用を表示するものになるということ

である。

15) 八木「資本と時間 (ll)J357J'(以下参照。


